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（第 1章 1.3レポートの作成手順 より） 
 


































（第 1章 1.2レポートの構成 より） 
 
1.2 扱う問題と結論が対応しているか 
































































































































段落には 1 つの話題というルールを守ることを心がけましょう。 










































 パラグラフに必要なルールは次の 2 点です。 
 
① パラグラフは、1 つの話題（トピック）を説明した文の集まりである。 
② パラグラフは、原則として、1 つの要約文と複数の補足情報の文で構成する。 
 
 まず①ですが、これは「1 つの段落では 1 つの話題だけを扱う」ということです。つまり、
段落をパラグラフにするためには、それぞれの事実・データ・考察結果などを、1 つずつの
段落に分けることが必要なのです。アウトラインを組み立てる際にこれらをきちんと分け


































  次に、バロック時代の音楽についてみていきたいと思う。 
 
 良い例 
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第 6章 実 習 問 題 
 アウトライン                               
 















② 平成 12年度以降、全国で 35路線が廃線となった。 
③ 地方鉄道の 8割は経常収支で赤字となっている。 
④ 和歌山電鐵は「たま駅長」などで話題づくりをしている。 
⑤ 和歌山電鐵には地域住民を含めた運営委員会がある。 





















着眼点  ：和歌山電鐵の事例を中心に考える。 








■ タイトル：                                                              
 
■ 序論 
◇ 扱う問題：                                                            
 
◇ 問題意識：                                                            
 
◇ 着眼点：                                                             
 
 



















                                                                    
 






















                                               
                                               
                                               
                                               
                                               
                                               
                                               
 
